
あ

と

が

き

霧
島
町
に
は
こ
れ
ま
で
に
次
の
郷
土
誌
が
あ
っ
た
。

『
東
襲
山
郷
土
史
』
新
穂
彦
熊
編 

昭
和
九
年
発
行 

『
き
り
し
ま
村
郷
土
誌
』
村
教
職
員
会
編昭

和
三
十
二
年
発
行 

『
霧
島
町
郷
土
誌
』
編
集
委
員
会
編
昭
和
四
十
二
年
発
行 

昭
和
六
十
三
年
、
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し 

て

『
霧
島
町
郷
土
誌
改
訂
版
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年 

十
二
月
七
日
次
の
編
集
委
員
が
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
。
 

〔
編
集
委
員
〕

有
馬 

純
博 

入
来 

岩
男 

今
藤 

義
男 

内
村 

義
幸 

児
玉 

親
吉 

小
園 

公
雄 

逆
瀬
川
正
文 

高

林

義

雄 

徳

田

盛

常 

中
神 

俊
雄 

東
芦
谷
政
美 

宮
田 

安
彦 

本

仮

屋

実 

川

田

郁

雄
(

平
成
元
年
三
月
転
出) 

〔事
務
局
〕

教
育
長 

南 

一
雄

社
会
教
育
課
長 

小
牟
田 

修

平
成
元
年
十
一
月
よ
り
編
集
事
務
小
野
郁
子 

平
成
二
年
四
月
よ
り 

社
会
教
育
課
長 

山
崎 

修
一 

平
成
三
年
四
月
よ
り 

教

育

長

峯

崎 

隆
男 

写

真

長

野 

彰 

松

永

俊

郎 

今
村 

勇 

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
七
日
、
編
集
委
員
の
初
会
合
を
開
き
、
 

互
選
に
よ
り
正
副
委
員
長
を
決
定
し
た
。

委
員
長 

宮
田 

安
彦 

副
委
員
長 

今
藤 

義
男 

監
修
は
次
の
と
お
り
依
頼
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
助
教
授
原□
 

泉
先
生 

そ
の
後
の
会
合
に
よ
っ
て
、
編
集
方
針
は
初
め
昭
和
四
十
二
年 

発
行
の
郷
土
誌
を
補
充
し
、
そ
の
後
の
書
き
継
ぎ
を
す
る
方
針
で 

あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
全
面
的
に
見
直
し
、
新
規
に
編
集
す
る
方
針 

に
改
め
ら
れ
た
。

次
に
編
集
日
程
、
原
稿
執
筆
の
分
担
等
を
決
め
、
編
集
作
業
を 

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
委
員
は
資
料
や
情
報
の
発
掘
、
収 

集
、
執
筆
な
ど
の
仕
事
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て
部
門
別
や
全
体 

会
を
開
き
、
相
互
研
究
や
、
監
修
者
の
指
導
も
仰
い
で
き
た
。
 

発
行
に
つ
い
て
は
最
初
の
予
定
よ
り
も
一
年
余
り
遅
れ
る
こ
と 

に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
編
集
方
針
の
変
更
も
あ
り
、

「
発
刊
す
る 

か
ら
に
は
よ
り
よ
い
も
の
を
」
と
い
う
委
員
の
熱
意
に
よ
る
も
の
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で
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
忙
し
い
業
務
の
中 

の
時
間
を
割
い
て
編
集
の
仕
事
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
委
員
の
方 

々
や
、
情
報
や
資
料
の
提
供
、
実
地
踏
査
等
に
進
ん
で
協
力
し
て 

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

我
々
委
員
と
し
て
は
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
が
、
 

学
問
の
道
は
深
く
高
く
際
限
が
な
い
の
で
、
本
書
に
も
不
備
な
点 

が
多
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
の
う
え
、
更
に
よ
り
よ 

い
郷
土
誌
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

編

集

委

員

長

宮

田 

安

彦

714



霧
島
町
郷
土
誌
参
考
文
献 

鹿
児
島
県
史 

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
県
史
料 

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
の
歴
史 

県
社
会
教
育
研
究
会 

鹿
児
島
県
歴
史
散
歩 

県
高
校
歴
史
部
会 

鹿

児

島

県

遺

跡

地

名

表

県

教

育

委

員

会 

鹿
児
島
県
の
歴
史 

原
口
虎
雄 

鹿
児
島
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
県
教
育
委
員
会 

三
州
諸
家
系
図
纂 

川
崎
大
十 

薩
隅
日
古
戦
場
記

薩
隅
日
地
理
纂
考 

鹿
児
島
県
教
育
会 

諸
家
系
図

和
名
抄

三
国
名
勝
図
会 

原
口
虎
雄
監
修 

日
本
書
紀 

日
本
古
典
文
学
大
系 

古
事
記 

日
本
古
典
文
学
大
系 

熊
襲
と
隼
人 

井
上
辰
雄 

隼
人
の
楣 

中
村
明
蔵 

歴
史
散
歩
事
典 

井
上
光
貞

日
本
史 

井
上
光
貞
外 

日
本
国
家
の
起
源 

井
上
光
貞 

西
南
の
役
戦
袍
日
記 

古
閑
俊
雄 

薩
摩
の
古
府 

藤
井
重
寿 

宮
崎
県
の
歴
史 

日
高
次
吉 

萬

日

記

覚

帳(

文
久
三
年)

椎
原
八
郎
右
衛
門
記 

萬

日

記

和

帳(

元
治
元
年)

椎
原
八
郎
右
衛
門
記 

萬

日

記

帳
(

慶
応
二
年)

椎
原
八
郎
右
衛
門
記 

萬
日
記 

(

明
治
三
十
年
、
同
三
十
四
年
、
同
三
十
六
年
、
同 

四
十
年
、
大
正
二
年
、
同
八
年)

椎
原
喜
之
丞
記

曽
於
郡
田
口
村
抱
地
高
名
寄
帖

田
口
大
窪
川
北
村
抱
地
浮
免
高
捍
札
帳 

抱
地
高
大
窪
川
北
村
竿
次
捍
札
帳 

安
永
九
歳
子
四
月
七
日

隅
州
贈
於
郡
田
口
村
御
検
地
門
割
竿
次
帳 

鹿
児
島
県
農
業
史 

鹿
大
農
学
部 

鹿
児
島
県
畜
産
史 

中
村
初
枝
外 

薩
隅
煙
草
録 

宮
本
又
次
外 

歌
集
高
千
穂 

斎
藤
茂
吉 

霧
島
の
歌 

与

謝

野

寛

与

謝

野

晶

子
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か
ご
し
ま
の
方
言
集 

小
野
重
朗 

鹿
児
島
県
統
計
年
鑑 

鹿
児
島
県
統
計
協
会 

霧
島
の
年
間
気
象
統
計
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校 

霧
島
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
霧
島
町
教
育
委
員
会 

薩
藩
旧
記
雑
録 

鹿
児
島
県 

椎
原
文
書 

椎
原
誠
治
氏
所
蔵 

大
隅
国
郷
村
高
帳

雲
遊
雑
記
伝

明
赫
記

霧
島
神
宮
文
書 

霧
島
神
宮
所
蔵 

東
芦
谷
家
文
書 

東
芦
谷
政
美
氏
所
蔵 

町
内
小
、
中
学
校
沿
革
史

東
襲
山
郷
土
史

き
り
し
ま
村
郷
土
誌

旧
霧
島
町
郷
土
誌
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霧
島
町
歴
史
年
表(
平
成
三
年±

 
一
月)

時
代
区
分 

旧

石

器 

時 

代 

縄
文
時
代 

弥
生
時
代 

古
墳
時
代 

飛
鳥
時
代 

奈
良
時
代

平 安 時 代

一

年

号
 

西

暦
 

記 

事 

石
器
が
町
内
各
地
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
特
に
猪
子-

石
白
土•

遠
見
松•

堀
之
内•

王
子
原•

北
永
野
田
な 

ど
で
あ
る
が
、
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

土
器
に
縄
目
や
貝
殻
の
文
様
が
あ
る
。
野
上•

狭
名
田•

遠
見
松
よ
り
土
器
片
出
土
。

市
野

•々

笹
之
段•

入
水
か
ら
土
器
片
出
土
。
法
ヶ
崎(

昭
和
六
十
三
年
の
調
査
で
土
器
片
出
土)

良
質
の
土 

器•

金
属
器
を
製
作
し
た
時
代
で
、
稲
作
も
普
及
し
た
。
 

五
四
〇
〜 

欽
明
天
皇
の
御
代
、
僧
慶
胤
が
背
門
丘
に
社
殿
を
建
て
霧
島
神
社
を
祀
る
。
 

大

化

元 

六
四
五
大
化
の
改
新
。
初
め
て
年
号
の
元
を
定
め
て
大
化
と
い
う
。
 

斉
明 

元 

六
五
五 

隼
人
が
衆
を
率
い
て
上
京
。

大
宝 

二 

七
〇
二 

薩
摩•

多
渤(

た
ね)

両
国
創
置
。

和
銅 

六 

七
一
三 

日
向
の
国
の
一
部
を
割
き
大
隅
国
を
置
く
。
大
隅
に
国
司
が
置
か
れ
た
。
 

養

老

三 

七
一
九
大
隅
国
司
陽
侯
火
麻
呂
殺
害
さ
れ
る
。

四 

七
二
〇 

大
伴
旅
人
征
隼
人
将
軍
と
し
て
大
隅
に
下
向
、
隼
人
の
反
抗
を
鎮
定
。
 

五 

七
二
一
隼
人
鎮
定
完
了
。
副
将
軍
も
帰
京
す
る
。
 

天
平
一
四 

七
四
二
大
隅
国
大
地
震
。

神
護
景
雲
三 

七
六
九 

和
気
清
麻
呂
、
弓
削
道
鏡
の
た
め
に
犬
飼
滝
近
辺
に
流
罪
。
 

延
暦 

七 

七
八
八 

霧
島
山
噴
火
。
背
門
丘
に
あ
っ
た
霧
島
神
社
が
噴
火
の
た
め
焼
失
し
た
。
 

天
慶 

八 

九
四
五 

性
空
上
人
が
瀬
多
尾
越(

現
古
宮
跡)

に
霧
島
神
社
と
別
当
寺
を
再
建
し
た
。
 

治
安 

元

一

〇

ニ

一

藤

原

篤

如(

の
ち
税
所)

が
大
隅
国
曽
於
郡
坂
上
に
居
住
。
 

万
寿
三
一
〇
二
六
大
宰
府
大
監
平
季
基
が
島
津
荘
を
開
発
。
 

天
永 

三
一
一 

一
ニ 

霧
島
山
西
峰
噴
火(

二
月
二
日)

。

永
久 

元
一
一 

一
三 

霧
島
山
噴
火(

二
月
三
日)

。

仁

安

ニ

一

一

六

七

霧

島

山

噴

火

。
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時
代
区
分

年

号

西

暦

記

事

鎌倉時代'平安時代
用
北
朝
時
代

室 町 時 代

安
元 

ニ
一
一
七
六 

こ
の
こ
ろ
税
所
安
弁
、
法
乗
坊
霧
島
座
主
と
な
る
。

治
承 

元
一
一
七
七 

京
都
鹿
ヶ
谷
の
変
に
よ
り
僧
俊
寛•

平
康
頼
ら
硫
黄
島
へ
流
罪.
〉
大
川
原•

夏
木•

赤
坂•

牧
神•

止
上
を
経
て 

舟
出
す
る
。

寿
永 

二
一
一
八
三 

霧
島
山
噴
火(

一
ニ
月
一
七
日)

〉

文
治 

元
一
一
八
五 

源
頼
朝
が
諸
国
に
守
護
地
頭
を
置
くC

島
津
忠
久
が
島
津
荘
の
下
司
職
と
な
っ
た
」
 

建
久 

四
一
一
九
三 

島
津
忠
久
が
薩
摩•

大
隅•

日
向
の
守
護
職
と
な
っ
た
。
 

八
一
一
九
七
薩
隅
日
三
州
の
図
田
帳
が
で
き
た
。
 

文
暦 

元
一
ニ
三
四 

霧
島
山
噴
火(

一
二
月
二
八
日)

の
た
め
霧
島
神
社
焼
失
〉
半

田(

待
世)

に
仮
宮
を
建
て
て
祀
る
。
 

寛
元 

ニ
一
ニ
四
四 

税
所
祐
雲
、
霧
島
座
主
職
と
な
る
。

建
治 

ニ
一
ニ
七
六 

元
寇
に
対
し
て
西
国
御
家
人
た
ち
博
多
湾
岸
に
石
塁
構
築
。
石
築
役
配
布
案
に
田
口
八
丁•

大
窪
六
丁•

川
北
五 

丁
の
田
地
記
載
。

貞
治
ニ
一
三
六
三
税
所
氏
人
吉
の
相
良
氏
と
組
み
、
曽
於
郡
一
帯
を
席
捲
。

(
北
朝)

文
明
一
六
一
四
八
四 

島
津
忠
昌
が
僧
兼
慶
に
命
じ
て
、
現
在
地
に
霧
島
神
社
と
華
林
寺
を
再
建
さ
せ
る
。
 

大
永 

元

一

五

二

一
樺

山
長
久

、
大
窪•

河
北•

臼
崎
・
持
松
を
支
配
す
る
。
 

ニ
一
五
ニ
ニ 

本
田
親
高
、
大
窪•

河
北•

臼
崎•

持
松
を
領
す
。
 

四
一
五
二
四
霧
島
山
噴
火
。

六
一
五
二
六 

北
郷
二
郎
右
衛
門
久
利
が
曽
於
郡
地
頭
。

天
文
一
ニ
一
五
四
三 

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
種
子
島
に
漂
着
し
て
鉄
砲
を
伝
え
た
。

二
〇
一
五
五
一
島
津
貴
久
、
霧
島
神
社
に
田
口
門
二
十
町
分
米
二
〇
〇
石
寄
進
す
る
。
 

二
三
一
五
五
四 

霧
島
山
噴
火.
〉

弘
治 

元
一
五
五
五 

島
津
貴
久
、
霧
島
神
社
に
戦
勝
祈
願
す
るC 

四
一
五
五
八 

永
野
田
の
七
社
神
社
に
、
こ
の
年
代
の
午
卯
月
吉
日
の
棟
札
が
あ
る.
〉
 

永
禄 

九
一
五
六
六 

霧
島
山
大
噴
火
、
人
多
く
死
ぬ(

九
月
一
九
日)

。

-

一
 

一
五
六
八 

島
津
義
久
、
霧
島
神
社
に
坂
之
上
門
寄
進
〉
 

一
ニ
一
五
六
九
曽
於
郡
之
内
に
小
窪
名
と
あ
る
。
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代 畤 山 土 安江 戸 時 代

天
正 

二
一
一
五
七
四 

霧
島
山
噴
火
。

四
一
五
七
六
天
正
四
〜
六
年
に
わ
た
り
霧
島
山
噴
火
。

島
津
義
久
、
日
向
の
伊
東
氏
と
戦
う
。
伊
東
氏
、
田
口 
•

大
窪
に
侵
入
匸 

入
水
の
七
社
神
社
を
清
水
の
久
木
元
藤
左
衛
門
が
、
天
正
年
間
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

六
一
五
七
八 

島
津
義
久
、
日
向
の
伊
東
氏
豊
後
の
大
友
氏
を
撃
退
す
る
。
義
久
は
田
口
名
に
宿
泊
し
た
。
 

一
五
一
五
八
七
一
霧
島
神
社
に
日
向
国
高
原
七
拾
町
分
の
米
寄
進(

島
津
義
久)

。

靑
島
山
噴
火(

四
月•

ヒ
日
二 

豊
臣
秀
方
が
島
屮
氏
を
対\

、
骷
津
・
義
久
が
降
代|

た
、
 

一
六
一
五
八
八 

霧
島
山
噴
火(

三
月
ニ
一
日)

。
 

慶
長 

三
一
五
九
八 

慶
長
五
年
ま
で
霧
島
山
噴
火
。

四
一
五

九
九

島

津

義

久

、
田
口
村
の
六
五
〇
石
屋
敷
三
を
霧
島
神
社
に
寄
進
。

朝
鮮
の
陶
工
が
串
木
野
で
薩
摩
焼
を
作
っ
た
。
 

五
一
六
〇
〇 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
島
津
義
弘
は
西
軍
に
従
い
、
敗
戦
一 

ー
一 

一
六
〇
六
服
部
宗
重
が
国
分
で
煙
草
を
栽
培
し
た
。
 

一
八
一
六
一
三 

慶
長
一
八
〜
一
九
に
わ
た
り
霧
島
山
噴
火
。
 

二
〇
一
六
一
五 

霧
島
神
社
の
知
行
分
目
録
に 

二

、
八
〇
六
石
九
斗
七
升
三
勺
五
才
」
と
あ
る." 

元
和 

三
一
六
一
七 

元
和
三
〜
四
年
に
わ
た
り
霧
島
山
噴
火
。
 

寛
永 

五
一
六
二
八 

霧
島
山
噴
火(

九
月
二
九
日)

。
 

一
ニ
一
六
三
五 

宗
門
手
札
改
を
定
め
、
切
支
丹
と
一
向
宗
を
取
り
締
ま
っ
た
。
 

一
四
一
六
三
七 

寛
永
一
四
〜
一
五
年
に
わ
た
り
霧
島
山
噴
火
。
 

万
治 

ニ
一
六
五
九 

霧
島
山
噴
火
。

寛
文 

元

一

六

六

一

霧

島

山

噴

火(

一
ニ
月)

大
地
震
あ
り
。

ニ
一
六
六
二 

霧
島
山
噴
火(

八
月)

。

四
一
六
六
四 

霧
島
村(

大
窪•

川
北•

田
口
村)

の
生
産
高
、
「
一
、

一
一 O
石
一
斗
四
合
」
と

あ

る(

大
隅
郡
村
高
辻
帳
に 

よ
る)

。

延

宝

五

一

六

七

七

霧

島

山

噴

火

。

六

一

六

七

八

霧

島

山

噴

火(

一
月
九
日)

〉
 

元
禄 

三
一
六
九
〇
一
霧
島
山
噴
火(

六
月)

。
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時
代
区
分

年

号

西

暦

一

記

事

江 戸 時 代

一
六
一
七
〇
三
一
妙
見
神
社
を
春
山
か
ら
牧
神
の
現
在
地
に
移
す
。

宝

永

ニ

一

七

〇

五 

華
林
寺
よ
り
火
を
発
し
寺
院
社
殿
全
焼
。

霧
島
山
噴
火(

一
ニ
月
一
五
日)

。

前
田
利
右
衛
門
が
琉
球
か
ら
甘
語
を
山
川
に
移
植
し
た
。

正
徳 

五
一
七
一
五 

島
津
吉
貴
が
霧
島
神
社
を
建
造
し
た(

現
在
の
社
殿
で
あ
る)

。

享
保 

元
一
七
一
六 

霧
島
山
大
噴
火
。
家
屋
焼
失
六
〇
〇
軒
、
負
傷
三
一
人
、
牛
馬
四
五
〇
頭
死
す
。
田
畑
六
、
二
四
八
反
余
被
害(

九 

一
月
二
六
日)

。
二
月
一
八
日
に
も
噴
火
あ
り
。

ニ

一

七

一

七F
田
用
水
路
開
設
。
新
燃
岳
噴
火(

一
月
三
日•

八
月
一
五
日)

。

元
文 

元
一
七
三
六 

琉
球
か
ら
孟
宗
竹
二
株
が
贈
ら
れ
、
磯
別
邸
に
植
え
る
。

宝
暦
五
一
七
五
五
木
曽
川
治
水
工
事
竣
工
。
総
奉
行
平
田
靱
負
自
刃
。

明

和

八

一

七

七

一

霧

島

山

噴

火

。

安
永 

九
一
七
八
〇 

「御
救
検
地
帳
」
に
は
、

「
田
口
村
門
九•

屋
敷
一
八•

浮
免
七
」
と
あ
る
。

享
和 

ニ
一
八
〇
二 

「島
津
国
史
」
が
で
き
る
こ

文
化 

七
一
八
一
〇 

伊
能
忠
敬
藩
内
測
量
着
手
。

文
政 

四

一

八

ニ

一

中

岳

噴

火(

一
ニ
月
二
〇
日)

。

天
保
一
四
一
八
四
三 

「
三
国
名
勝
図
会
」
六
〇
巻
成
る
。

安
政 

元
一
八
五
四 

米
使
ペ
リ
ー
軍
艦
四
隻
を
率
い
、
浦
賀
に
入
港
。

文
久 

三
一
八
六
三 

薩
英
戦
争
。

元
治 

元
一
八
六
四 

椎
原
八
郎
右
衛
門
、
八
月
一
九
日
の
蛤
御
門
の
戦(

禁
門
の
変)

に
参
加
。

慶
応 

三
一
八
六
七
一
大
政
奉
還
。
桂
久
武
桂
内
開
拓
に
着
手
。
桑
原
武
右
衛
門•

崎
山
清
太
郎
な
ど
一
〇
戸
入
居
し
て
開
拓
に
従
事
す 

一
 

る
。

明
治 

元
一
八
六
八 

神
仏
分
離
令
布
告
。
廃
仏
毁
釈
の
実
施
。

ニ
一
八
六
九
一
藩
内
の
寺
院
を
全
廃
し
、
寺
領
を
没
収
。
華
林
寺
も
廃
寺
と
な
る
。

入
水
永
野
田
に
学
問
所
を
設
置
。

一
版
籍
奉
還(

全
国
の
大
名
が
領
地
と
領
民
を
朝
廷
に
返
し
た
こ
と)

。
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明 治 時 代

三
一
八
七
〇
大
窪
に
練
字
館
を
設
置
。

四
一
八
七
一
廃
藩
置
県
令
に
よ
り
鹿
児
島
県
設
置
。
曽
於
郡
郷
は
襲
山
郷
と
な
り
都
城
県
に
所
属
。
練
字
館
廃
止
。

五
一
八
七
二 

田
口 
•

梅
北
に
村
校
を
設
置
。
学
制•

徴
兵
令
発
布
。
太
陽
暦
採
用
。

六
一
八
七
三 

都
城
県
を
廃
し
襲
山
郷
は
鹿
児
島
県
に
所
属
。

七
一
八
七
四 

霧
島
神
宮
が
官
幣
大
社
と
な
る
。
大
窪
郵
便
取
扱
所
開
設
。
戸
籍
編
成
実
施
。

八
一
八
七
五
郷
校
を
廃
し
て
東
襲
山
小
学
校
と
改
称
し
、
入
水
学
問
所
は
入
水
分
校
と
な
る
。

九
一
八
七
六
信
教
の
自
由
を
公
認
。

一
 

〇 

一
八
七
七
西
南
戦
争
起
こ
る
。
九
月
西
郷
隆
盛
自
尽
。

一
一 

一
八
七
八 

田
口•

大
窪
小
学
校
開
校
。

一
ニ
一
八
七
九 

鹿
児
島
県
に
お
い
て
地
租
改
正
に
着
手
。
村
内
の
土
地
を
実
測
し
地
図
作
成
。
田
口
半
田(

待
世)

に
戸
長
役
場 

を
設
置
、
戸
長
川
越
半
兵
衛
。
永
野
田•

入
水•

霧
島
の
三
小
学
校
開
校
。
 

一
三
一
八
八
〇 

第
一
回
県
議
会
議
員
選
挙
。
ラ
ン
プ•

ラ
ン
ツ
ケ
ギ(

マ
ッ
チ)
•

ラ
ン
傘•

鉛
筆•

時
計
な
ど
洋
式
日
用
品
が 

使
わ
れ
始
め
る
。
霧
島
御
鉢
噴
火(

九
月)

。

一
四
一
八
八
一
東
襲
山
小
学
校
敷
地
内
に
招
魂
碑
建
立
。
鹿
児
島
新
聞
創
刊
。

一
五
一
八
八
二 

村
田
為
三(

新
地
に
開
業
し
て
い
た
医
師)

が
横
岳
開
拓
を
計
画
し
た
が
、
協
力
者
な
く
中
止
。

一
八
一
八
八
五 

田
口
に
真
宗
の
説
教
所
を
設
立
。
霧
島
山
大
噴
火(

一
月)

。

ニ
一 

一
八
八
八 

霧
島
山
大
噴
火(

一
月
二
七
日)

。

ニ
ニ
一
八
八
九 

市
町
村
制
施
行
。
襲
山
郷
は
東
襲
山
村
と
な
り
村
長
島
田
親
恵
。
半
田
戸
長
役
場
は
、
田
口 
•

大
窪•

川
北
の
事 

務
を
扱
う
。
上
村
武
助•

上
村
林
左
衛
門•

修
行
次
郎
右
衛
門
、
横
岳
用
水
路
開
設
に
着
手
し
、

一
年
後
に
開 

通
。
約
一
八
町
歩
の
水
田
開
拓
。
村
議
会
議
員
選
挙
。
憲
法
発
布
。

二
三
一
八
九
〇
教
育
勅
語
公
布
。
衆
議
院
議
員
選
挙
。

二

四

一

八

九

一

入

水•

永
野
田
小
学
校
を
統
合
し
て
笹
之
段
に
永
水
小
学
校
を
開
校
。
霧
島
山
噴
火(

六
月
一
九
日)

。

二
七
一
八
九
四
日
清
戦
争
起
こ
る
。

二
八
一
八
九
五
日
清
戦
争
終
結
、
下
関
講
和
条
約
締
結
。

二
九
一
八
九
六 

大
窪•

田
口
小
学
校
を
統
合
し
て
半
田(

待
世)

に
大
田
小
学
校
を
開
校
。
大
窪
巡
査
駐
在
所
設
置
。
浜
之
市• 

霧
島
宮
崎
県
境
間
に
県
道
開
道
。
産
馬
組
合
設
立
。
霧
島
山
噴
火(

三
月
一
五
日)

。
 

三
〇
一
八
九
七
一
西
嵋
咲•

始
良•

桑
原
三
郡
を
廃
し
始
良
郡
を
置
く
。
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時

代

区

分

年

号
 

西

暦

記

一
m. 

W
*

大 正 時 代:明 治 時 代

明
治
三
一 

一
八
九
八 

霧
島
山
噴
火(

一
月
二
六
日)

。
鹿
児
島
市
に
電
灯
つ
く
。

三

三

一

九

〇

〇 

霧
島
山
噴
火(

二
月
一
六
日)

。

三

四

一

九〇

一
 

大
田
小
学
校
に
高
等
科
を
設
け
る
。
村
内
に
農
事
小
組
合
設
置
。
田
口
に
天
理
教
分
教
会
。
鹿
児
島•

隼
人
間
鉄 

道
開
通
。

三
五
一
九
〇
二
大
田
校
区
婦
人
会
結
成
。
田
口
の
稲
葉
神
社
を
天
子
神
社
に
合
祀
。
 

三
七
一
九
〇
四 

日
露
戦
争(

同
三
八
年
終
結)

。

三
八
一
九
〇
五 

霧
島
山
噴
火(

一
一
月
二
五
日)

。

四
〇
一
九
〇
七
永
水
校
区
婦
人
会
結
成
。

四
一 

一
九
〇
八 

田
口
に
竜
泉
寺
設
立
。
八
代•

人
吉
間
鉄
道
開
通
。
 

四
ニ
一
九

〇

九 

鹿
児
島
本
線
開
通(

門

司•

八
代•

人

吉•

吉

松•

鹿
児
島)

。
 

四
四
一
九
一
一
待
世
神
社
を
天
子
神
社
に
、
尾
谷
の
七
社
神
社
と
社
が
迫
の
七
社
神
社
を
場
集
田(

向
田)

の
七
社
神
社
に
合
祀
。
 

大
正 

三

一

九

一

四 

霧
島
山
噴
火(

一
月
八
日)

。
桜
島
大
噴
火(

一
月
ニ
一
日)

。

第
一
次
世
界
大
戦
。
鹿
児
島•

川
内
間
鉄
道
開

通
。

四

一

九

一

五 

外
園
平
次
郎
、
栃
田
に
水
力
に
よ
る
製
材
所
を
開
業
。
 

五

一

九

一

六 

田
口
に
水
力
に
よ
る
精
米
所
開
業(

原
田)

。
 

六

一

九

一

七 

各
小
学
校
に
実
業
補
習
学
校
付
設
。
 

七

一

九

一

八 

上
松
瀬
栄
次
、
田
口
製
茶
工
場
を
設
置
。
 

八

一

九

一

九 

村
内
に
電
灯
導
入
。
大
窪
に
私
設
消
防
組
合
発
足
、
組
長
鵜
木
幸
蔵
。
 

九

一

九

二

〇 

宮
迫
用
水
路
開
設(

永
水
小
下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
で
導
水)

。

-
o
 

一

九

ニ

一

栗

野•

山
野
間
鉄
道
開
通
。

一
一 

一
九
ニ
ニ 

霧
島
第
二
発
電
所(

上
流)

運
転
開
始
。

ニ
一 

一
九
ニ
三 

関
東
大
震
災
。
川

内•

米
之
津
間
、
串

良•

古
江
間
鉄
道
開
通
。
 

一
三
一
九
二
四 

東
襲
山•

清
水
村
に
小
作
争
議
起
こ
る
。
入
戸•

財
部
間
県
道
開
通
。
 

一
四
一
九
二
五 

N
H
K

ラ
ジ
オ
放
送
開
始(

東
京)

。
 

一
五
一
九
二
六 

郡
制
廃
止
。
小
鹿
野
魚
道
開
設
。
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昭
和 

二
一
九
ニ
七 

林
田
バ
ス
運
行
開
始
。
公
設
消
防
組
発
足
。
小
学
校
に
中
等
公
民
学
校
付
設
。
霧
島
第
一
発
電
所
運
転
開
始
。
 

三
一
九
二
八 

霧
島
神
宮
境
内
参
道
改
修
完
成
。

五
一
九
三
〇 

霧
島•

国
分
間
鉄
道
開
通
。
産
業
組
合
発
足
。

六
一
九
三
一
満
州
事
変
起
こ
る
。

『東
襲
山
郷
土
史
』
発

行(

新
穂
彦
熊
編)

。
霧
島•

丸
尾
間
道
路
開
通
。

七
一
九
三
二 

日
豊
線(

都
城•

隼
人
間)

開
通
。
北
永
野
田
に
製
茶
工
場
設
立
。
巡
査
駐
在
所
を
大
窪
か
ら
現
在
地
に
移
転
。
 

霧
島
郵
便
局
に
電
信
電
話
開
通
。

八
一
九
三
三
神
宮
前
巡
査
駐
在
所
設
置
。
宮
迫
梅
木
線
道
路
開
通
。

九
一
九
三
四 

霧
島
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
。
各
市
町
に
方
面
委
員(

民
生
委
員)

を
置
く
。

一
 

〇 

一
九
三
五 

昭
和
天
皇
霧
島
神
宮
に
御
親
拝
。
東
襲
山
村
を
霧
島
村
と
改
称
。
王
子
原
に
青
年
学
校
を
設
置
。
神
宮
駅•

霧
島 

神
宮
間
県
道
改
修
。

一
一 

一
九
三
六 

日
支
事
変
起
こ
る
。
霧
島
小
に
高
等
科
を
設
置
。
消
防
組
を
警
防
団
と
改
称
各
校
区
に
分
団
を
置
く
。
 

一
ニ
一
九
三
七 

永
水
小
学
校
に
高
等
科
を
設
置
。

一
五
一
九
四
〇 

霧
島
研
修
館
建
設(

県
営)

。

一
六
一
九
四
一
太
平
洋
戦
争
起
こ
る
。
翼
賛
壮
年
団
結
成
。
森
林
組
合
設
立
。
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称
。
義
務
教
育
を
六
年 

か
ら
八
年
と
し
た
。

一
八
一
九
四
三
産
業
組
合
と
農
会
を
合
併
し
て
農
業
会
を
設
立
。

一
九
一
九
四
四 

霧
島
牧
野
組
合
設
立(

横
岳)

。

二
〇
一
九
四
五 

広
島
、
長
崎
に
原
爆
投
下
。
戦
争
終
結
。
霧
島
村
健
康
保
険
組
合
設
立
。
田
口
に
診
療
所
を
設
置
。
猪
子
石
開
拓 

始
ま
る
。

ニ
一 

一
九
四
六 

農
地
改
革
。
民
生
委
員
発
足
〉

ニ
ニ
一
九
四
七 

国
民
学
校
を
小
学
校
と
改
称
し
、
新
学
制
実
施(

六•

三•

三•

四)

。
霧
島
中
学
校
を
設
置
、
霧
島•

永
水
に 

分
校
を
置
く
。

二
三
一
九
四
八 

青
年
学
校
廃
止
。
健
康
保
険
組
合
を
村
営
に
移
管
。
重
久
に
あ
っ
た
役
場
が
焼
失
。
待
世
公
会
堂
に
移
転
、
霧
島 

農
協
発
足
。

二
四
一
九
四
九 

大
窪
診
療
所
開
設
。

二
五
一
九
五
〇 

霧
島
中
学
校
一
期
工
事
竣
工
。
松
永
は
隼
人
町
に
編
入
。
重
久
の
大
部
分
が
東
襲
山
村
と
な
り
田
口•

大
窪•

川 

北•

永
水
が
霧
島
村
と
な
る
。
役
場
庁
舎
竣
工
。
大
道
教
霧
島
支
部
教
会
設
立
。
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昭 和 時 代



昭 和 時 代
時
代
区
分

年

号
 

西

暦
 

記 

事

昭
和
二
六
一
九
五
一
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
調
印
。
有

川•

小
里
製
茶
工
場
設
立
。
霧
島
中
学
校
校
舎
竣
工
。
霧
島
伝
染
病
棟 

組
合
発
足
。

二
七
一
九
五
二 

健
康
保
険
組
合
発
足
。
教
育
委
員
会
発
足
。

二
八
一
九
五
三 

N
H
K

テ
レ
ビ
、M
B
C

テ
レ
ビ
放
送
開
始
。
竜
泉
寺
に
保
育
園
を
設
置
。
合
同
七
草
祝•

成
人
式•

敬
老
会
を 

始
め
る
。
遺
族
会
、
傷
痍
軍
人
会
発
足
。

三
一 

一
九
五
六 

町
水
道
事
業
開
始
。
町
営
横
岳
放
牧
場
開
始
。

三
ニ
一
九
五
七 

『
霧
島
村
郷
土
誌
』
発
行
。

三

三

一

九

五

八

一

万

円

札

発

行

。
永
水
小
鉄
筋
校
舎
竣
工
。
永
池•

丸
尾
間
、
国

分♦

神
宮
間
道
路
舗
装
工
事
開
始
、
い
ず
れ
も 

三
十
六
年
竣
工
。
霧
島
局
、
神
宮
前
局
の
電
話
統
合
。
町
制
施
行
さ
る(

一
一
月)

。
 

三
四
一
九
五
九 

新
燃
岳
噴
火(

二
月
一
七
日)

。
町
内
に
納
税
組
合
を
設
置
。

三
五
一
九

六

〇 

国
民
健
康
保
険
事
業
開
始
。
身
障
者
協
議
会
発
足
。
大
田
小
給
食
開
始
。

三
六
一
九
六
一
町
営
国
民
宿
舎
み
や
ま
荘
オ1

プ
ン
。
国
民
年
金
制
度
発
足
。
泉
源
ボ
ー
リ
ン
グ
成
功
。
永
水
小•

中
給
食
開 

始
。

三
七
一
九
六
二 

霧
島
小•

中
給
食
開
始
。
霧
島
分
校
は
霧
島
東
中
学
校
と
な
る
。
労
災
病
院
業
務
開
始
。
横
岳
展
望
所
設
置
。
 

三
八
一
九
六
三 

町
営
温
泉
給
湯
事
業
開
始
。
霧
島
中
給
食
開
始
。
猪
子
石
に
電
気•

水
道
導
入
。
町
長
寿
会
の
連
合
会
設
立
。
町 

立
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設
置
。
国
分
市
三
町
火
葬
場
組
合
設
立
。

三
九
一
九
六
四 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
霧
島
中
体
育
館
竣
工
。
霧
島
屋
久
国
立
公
園
指
定
。

四
〇
一
九
六
五 

建
国
記
念
日
制
定
。
永
水
分
校
は
永
水
中
学
校
と
な
る
。
町
慰
霊
塔
建
設
。

四
一 

一
九
六
六 

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
開
始
。
大
田
小
水
泳
プ
ー
ル
竣
工
。
大
窪
保
育
園
開
設
。

四
二
一
九
六
七 

『
町
郷
土
誌
』
発
行
。

四
三
一
九
六
八 

明
治
百
年
記
念
式
典
挙
行
。
町
制
十
周
年
。
永
水
中
学
校
を
霧
島
中
学
校
に
統
合
。
町
章
、
町
民
歌
、
町
民
憲
章 

制
定
。

四

四

一
九
六
九 

国
民
総
生
産
五
一
兆
世
界
第
二
位
。
永
水
小
体
育
館
竣
工
。
小
浜
町•

牧
園
町•

霧
島
町
の
姉
妹
町
盟
約
成
立
。
 

四

五

一

九

七

〇 

鹿
児
島
本
線
電
化
工
事
成
る
。
杉
安
病
院
オ
ー
プ
ン
。
大
田
幼
稚
園
開
設
。

四
六
一
九
七
一
町
中
央
公
民
館
竣
工
。
老
人
憩
の
家
田
口
に
オ1

プ
ン
。
町
立
大
田
幼
稚
園
園
舎
竣
工
。
農
村
集
団
電
話
開
通
。
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代 時 和 昭

四
七
一
九
七
二 

日
中
国
交
正
常
化
調
印
。
鹿
児
島
空
港
オ
ー
プ
ン
。
太
陽
国
体
開
催
。
国
分
地
区
消
防
組
合
に
加
入
。

四
八
一
九
七
三
町
内
電
話
自
動
化
成
る
。

四
九
一
九
七
四 

町
立
総
合
運
動
場
竣
工
。
第
一
回
町
文
化
祭
開
催
。

五
一 

一
九
七
六 

す
め
ら
保
育
園
開
園
。
霧
島
東
中
体
育
館
竣
工
。

五
ニ
一
九
七
七 

国
民
宿
舎
み
や
ま
荘
民
営
移
管
。
霧
島
中
改
築
完
了
。
町
立
運
動
場
照
明
施
設
竣
工
。
広
域
農
道
栗
野•

牧
園
間 

竣
工
。
牧
園•

霧
島
間
着
工
。

五
三
一
九
七
八 

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
永
水
地
区
公
民
館
竣
工
。
老
人
福
祉
バ
ス
購
入
。
町
道
舗
装
率
五
七•

三％

と
な
る
。
 

五
四
一
九
七
九 

七
月
一
七
日
大
雨
の
た
め
霧
島
川
は
ん
濫
損
害
七
四
〇
〇
万
円
。
日
豊
線
電
化
完
成
。
福
祉
協
議
会
が
法
人
と
な

る
。

五
五
一
九
八
〇 

田
口
地
域
公
民
館
竣
工
。
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
竣
工
。
第
一
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
が
開
催
。
衆
参
両
院
同
時
選
挙 

実
施
。
白
土
橋
竣
工
。
霧
島
町
役
場
新
庁
舎
竣
工
。

五
六
一
九
八
一
霧
島
郵
便
局
新
築
、
現
在
地
に
移
転
す
る
。
高
千
穂
河
原
に
美
化
管
理
セ
ン
タ
ー
竣
工
。

五
七
一
九
八
二 

霧
島
中
学
校
体
育
館
及
びL
L

教
室
、
ラ
ン
ゲ
ー
ジ•

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー(

語
学
練
習
室)

が
落
成
す
る
。
霧
島
町 

商
工
会
館
新
築
落
成
。
国
道
二
ニ
三
号
の
霧
島
大
橋(

九
面•

逆
矛
を
高
欄
に
つ
け
る)

竣
工
。
霧
島
町
地
籍
調 

査
事
業
始
ま
る
。

五
八
一
九
八
三 

霧
島
町
民
音
頭
公
募
、
決
定
。
霧
島
小
学
校
新
校
舎
落
成
。

五
九
一
九
八
四 

県
営
高
千
穂
河
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
落
成
オ
ー
プ
ン
。
全
国
植
樹
祭
が
牧
園
町
高
千
穂
で
開
催
さ
れ
、
昭
和
天 

皇
が
行
幸
。
帰
路
、
霧
島
町
役
場
に
お
立
ち
寄
り
に
な
る
。
霧
島
屋
久
国
立
公
園
指
定
五
十
周
年
記
念
式
典(

え 

び
の
高
原
に
て)

開
催
。

六
〇
一
九
八
五 

霧
島
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
第
一
回
お
じ
ゃ
ん
せ
市
開
催
。
霧
島
東
中
学
校
が
霧
島
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る
。
 

町
文
化
協
会
十
周
年
記
念
誌
刊
行
。

六
一 

一
九
八
六 

緑
の
村
に
丸
太
作
り
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
竣
工
。
第
一
回
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
。
霧
島
町
行
政
改
革
大 

綱
発
表
。

六
ニ
一
九
八
七 

霧
島
町
消
防
団
が
日
本
消
防
協
会
の
表
彰
旗
を
受
賞
す
る
。
国
道
ニ
ニ
三
号
線
の
霧
島
神
宮
下
の
道
が
「
日
本
の 

道
」
百
選
に
選
ば
れ
る
。
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「霧
島
荘
」
が
オ
ー
プ
ン
。
 

六
三
一
九
八
八 

手
籠
川
橋
完
成
。
川
北
に
多
目
的
集
会
施
設
竣
エ
オ
ー
プ
ン
。
県
営
高
千
穂
河
原
野
営
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン
。
 

県
道
田
口
橋
完
成
。
小
瀬
戸
橋
竣
工
。
西
日
本
一
の
霧
島
神
宮
の
大
鳥
居
完
成
。
行
政
窓
口
事
務
に
初
め
て
の
コ
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平 成 時 代

時
代
区
分 

年

号 

西

暦 

記 

事

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
。
昭
和
天
皇
崩
御
。

平
成
元
年
一
九
八
九 

水
流
川
原
に
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
住
宅
建
設
始
ま
る(

初
年
度
ニ
一
戸)

。
霧
島
町
広
報
縮
刷
版
発
刊
。
霧
島
国
際
音 

楽
祭
十
周
年
を
迎
え
る
。
霧
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
八
号
洋
画
展
第
一
回
開
催
。
霧
島
の
四
季
写
真
展
第
一
回
開 

催
。
霧
島
大
橋
竣
工
。
新
嘗
祭
献
穀
本
町
か
ら
森
原
光
雄
氏
が
米
を
、
加
治
木
満
男
氏
が
粟
を
宮
中
に
お
い
て
献 

穀
。
霧
島
町
中
央
公
民
館
が
全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。
 

ニ
一
九
九
〇 

町
役
場
、
週
休
二
日
制
を
実
施
。
霧
島
町
が
新
過
疎
地
域
特
別
措
置
法
を
適
用
さ
れ
る
。
霧
島
川
防
災
ダ
ム
完 

成
。
平
成
橋
竣
工
。
広
域
農
道
全
区
域
開
通(

栗
野•

牧
園•

霧
島•

永
水
区
間
三
〇
九
六
財)

。
 

三
一
九
九
一
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
住
宅
建
設
完
了 
(

四
八
戸)

。
遠
見
松
住
宅
一
二
戸
建
設
。
神
話
の
里
公
園
オ
ー
プ
ン(

七
月)

。
 

霧
島
小
学
校
体
育
館
竣
工
。
考
人
憩
い
の
家
の
敷
地
内
に
、
老
人
福
祉
作
業
所
竣
工
。
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霧
島
町
郷
土
誌 

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
印
刷 

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

編
集
者
霧
島
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会 

発

行

霧

島

町
 

鹿
児
島
県
始
良
郡
霧
島
町
田
口
八|

四 

(
T
E
L
)
 

〇
九
九
五(

五
七)

一
一
一
一

印
刷
所 

第

一

法

規

出

版

株

式

会

社



「隅
州
贈
於
郡
田
口
村
御
検
地
門
割
竿
次
帳
」
 

こ
の
史
料
は
、
椎
原
家
の
文
書
の
一
つ
で
、
咬 

永

九

年(

一
七
八
〇)

の
こ
ろ
の
田
口
村
の
門 

屋
敷
に
つ
い
て
記
載
し
だ
も
の
で
あ
る
。
 

江
戸
時
代
中
期
の
霧
島
の
農
村
構
造
を
解
明
す 

る
数
少
な
い
資
料
。

へ
第
三
編
第
四
章
第
三
節
に
全
文
掲
載)






